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図２：遺伝子細胞への発癌影響（紫外線）なしの
マイナス比較の例（細胞２個）。 
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図３：VIBE なし（抗発癌作用無し）
で発癌影響（紫外線）下に露出された遺
伝子細胞、プラス比較のコメットの
『尾』の映像̶崩壊した遺伝子細胞が電
極に向かって流れ出している。 

図４：VIBE を加えることによって、
コメットの『尾』の部分に見られる遺伝
子の崩壊が、図３に比べて目に見えて減
少しており、VIBE の発癌影響に対して
の『保護作用』が確認出来る。 
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図１：VIBE が、紫外線に露出されることによって遺伝子細胞が
受ける発癌作用から保護することの確認。二度に渡る同実験（実
線の Aと点線の B）共、VIBEが、紫外線から受ける発癌影響から
人の皮膚細胞の遺伝子を守る防御作用があることを、コメット分
析試験の結果が示している。紫外線の作用を受けなかったマイナ
ス比較の例は左下の（＊、三角形と正方形）、左上のグラフの始
まりの（＊＊）が VIBE なしで紫外線に露出されたプラス比較の
例、全ての濃度（％）の VIBE 溶液（グラフの X 軸）に浸された
細胞の例（＊＊＊）は、全て同量の紫外線が浴びせられ、この全
ての例において、VIBE なしのプラス比較の例と比べて明らかに損
傷率が著しく制御されていることがわかる（!80200&）。 
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